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(344件），〈論壇 ・思想） (305件），〈人権）(227件） 〈社会運動） (224件），〈労働） (214 
件），〈文芸） (183件）である の．
【表3】
1980s 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 
教育 。 。 2 。 3 。 13 22 54 40 
国際 。 。 。 5 15 26 
輸壇J思惣 。 1 1 2 9 8 5 19 35 
運動 2 。 。 。 。 。 。 。 4 6 10 
労働 。 。 。 4 7 。 6 17 11 
文芸 。 。 2 5 21 26 16 8 
報道 6 。 。 。 。 。 。 。 7 12 
地理 3 6 9 11 。 。 。 2 2 
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 
教育 23 40 19 21 36 32 20 27 25 28 18 
国際 6 33 45 29 30 25 14 23 30 43 12 
鈴鹿思想 42 5 14 51 12 42 26 17 4 4 5 
運動 28 7 47 8 19 33 。17 20 6 15 
労働 7 33 19 13 41 1 7 5 9 13 7 
文芸 12 13 5 6 7 31 4 8 7 2 6 
報道 2 3 1 10 13 9 11 11 2 




































ノレ』 1997年「ジェンダ ・ー フリーで学校は変わるかJ（記事3件）， 『教育評論』 1998年「社
会を変える教育を変えるジェンダー ・フlー という視点J（記事7件），『国立婦人教育会
館研究紀要』 1998年「ジェンダーからみた家族J（記事 16件），『人間と教育』 1998年「ジェ
ンダーから教育を問う」（記事 8件），『人材教育』 1998年 「入門セクシヤル ・ハラスメン
トジェンダー・ハラスメントJ（記事8件），『月刊社会教育』 1999年「ジェンダーの視点











リティ」（記事 10件），『現代思想』 2000年「ジュディス ・パトラー一一一ジェンダー ・トラ
ブル以降」（記事 14件）などがそれにあたる．（文芸〉ジャンルの貢献は，性別役割の文化
相対性の観点から既存の文芸作品を再解釈する試みに起因するところが大きいようだ．『日










件）， 2002年 「第 12回アジア女性会議北九州自分らしく健康に生きるジェンダーを超
































































































（ジェンダ一言論〉 全体の要約において最重要の 8カテゴリーを抽出し，その 8カテゴ
リーが互いにどれくらい共起しているかを指標化しよう．








































それ以外の要因は指摘できないだろうか．そこで，改めて ［リスト 1］を 1998年から
2001年の範囲で精査してみる．主要 16カテゴリーに入らない語嚢のなかで何か起こって
いないだろうか．すると 2つの特徴に気づく．第 1に， 98年から 00年にかけて，他では
あまり出現頻度上位にあがってこない人名がある．特に「パトラーJと「イリガライj で
ある．これと相関してのことだろう，同時に 「セクシュアリティ」の瞬間的な増大が見ら












「パ トラーjあるいは 「イリガライjが出現する 836文をすべて抽出し概観すると，「パ










































お こないがど の ようにして既存の性別役割の ような思考・行動パタ ー ンへと収飲している
のかを検証することである． 本研究が冒頭付近で指摘した 20世紀半ばにおいてジェン
ダー とし 1 う語句が有した意義と呼応する主張である．
【グラフ2】に見えるとおり1990年代後半から2010年まで 一 貫して 「8 カテゴリ ー 共
起度J が下降し続けているのは， 少なくとも部分的 には， このバ トラ 的ー問題提起のイン
パク トが少しずつ受容されていっていることとして説明で き るのではなし 1か． その 一方で ，
90年代後半にレったん低落した 「16 カテゴリ ー 共起度」が00年代を通して再び持ち直す
傾向にあるのは，〈ジェンダ 一 言論〉を， 既存の 語棄を用いて 改めて構造化することに向け
た予兆ではなし＼か．
第2点にっし、て ．〈ジェン
ダ 一 言論 ）から改めて《暴力》
（ 「暴力」お よびその類語 「被
害j ， 「 加害J ＇ 「レイプJ， 「セ
クハラ」などからなるカテゴ















カテゴリ ー） (526件） である． これらに次いで 《性暴力》 （ 「性的暴力」を含む） (333件）
があり， そして《DV》（ 「 ドメスティックバイオ レ ンス」などからなるカテゴリ ー） ( 175件），
《慰安婦》 （ 「従軍慰安婦」などからなるカテゴリ ー ） (137件） が続く．
《性暴力》は《 レイプ》 と最も頻繁に共起して おり， かっ， 他のすべて の カテゴリ ー と
も共起している． したがって 《性暴力》はこれら諸現象を統括するカテゴリ ーであると言
える． かつて瑛末視されていた《セクハラ》 や， 警察行政の民事不介入原則によって等閑
視されていた《DV》， そして本人の自由意志と公権力による強制が強い緊張関係に置かれ
る《慰安婦》を， 1り90年代後半に， 一挙に， はっきりと公共の議論の姐上に載せる機能を
持ったのが（（ 性暴力 ）） であったと言える．
【表4］は年次毎に各カテゴリ ー の出現回数を示している．《セクハラ》は1990年にいっ
たん出現したもの のすぐに消え， 90 年代半ばに改めて提起され 2000 年にピ ー クを迎え
る． 《慰安婦》は1995年に初めて出現し， 1997年に1回目の ピ ー クを迎える． やや遅れて
《DV》は1998年に初めて出現し 2003年にピ ー クを迎える． これらにちょうど連動して






1980 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 
DV 。 。 。 。 。 。 。 。 。 7 1 
セクハラ 。 2 。 。 。 。 5 4 44 12 3 
ポルノグラフィー 。 。 。 。 。 。 。 。 。 3 。
レイプ 。 。 。 。 。 II 33 29 39 128 
家庭内暴力 。 。 。 。 。 。 。 2 5 3 
性暴力 。 。 。 。 。 。 4 1 59 29 24 
性犯罪 。 。 。 。 。 。 。 2 。 。
慰安婦 。 。 。 。 。 。 1 19 22 3 4 
暴行 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 3 
虐待 。 。 。 。 。 。 6 3 5 
総数 。 3 。 。 。 。 22 67 156 101 172 
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 
DV 9 27 22 24 12 7 9 3 4 。
セクハラ 252 10 9 8 3 7 。 2 。
ポルノグラフィー 。 。 。 6 7 。 。 。 。 。 。
レイプ 40 14 12 100 3 13 52 3 13 19 3 
家庭内暴力 13 13 10 4 9 4 II 2 。 8 
性暴力 43 15 14 72 。 4 39 7 5 11 8 
性犯罪 2 2 10 。 4 10 2 4 。
慰安婦 19 8 7 5 。 。 7 2 45 
暴行 3 3 3 。 2 1 。 。 。 。
虐待 21 7 5 8 27 7 3 5 















































































5) 本章では主要カテゴリーを 16件として分析したのに対し，左古（2014b）では 12件
として分析した．その結果同様の知見が得られた．
6) 媒体のジャンル分けの方法について，詳しくは左古（2014b:116・120）を参照．
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山スト1】ジェンダ一言論における頻出語嚢ランキング
1980s 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 
女性 女性 女性 女性 女性 立一位 女怯 女性 女性 女性 女性 女性
2 家族 男性 セール 男性 女 女 男性 男性 男性 男性 女 女
3 男性 研究 男性 茸L 男 男性 女 女性文化 I尚阻 女 男性 間短
4 社会的 社会的 問題 彼女 生徒 問題 意味 社会的 意味 問題 問題 彼女
5 問R1l 女 紀子 問題 学校 主体 社会的 文化 女 子供 家族 男性
6 社会 福祉国家 女 4底 彼女 意味 問題 問題 彼女 男 事L 存在
7 家父長制 社会 介緩者 女王 男性 セックス 文化 家族 自分 男女 彼女 意味
8 家 問題 仕事 筆者 役割 存在 男 女 社会 彼女 男 自分
9 人々 役割 意味 研究 子供 生産 建築 男女 男女 社会 意味 主体
10 研究 意味 男 我々 婦女 学生 関係 意味 社会的 意味 自分 パトラ』
11 意味 女子校 社会的 観点 身体 ポZ トン大学 彼女 社会 関係 関係 社会的 言葉
12 男女 彼女 存在 状況 社会的 フェミエズム 社会 性 男 自分 存在 関係
13 存在 男 結締 存在 女子 私 家族 研究 存在 社会的 家 社会的
14 女 関係 人々 人々 問題 重E 存在 7,r.ミニズム 豪 家族 フzミニズム 私
15 私 観点 私 自分 存在 身体 私 失 夫 存在 社会 議論
16 概念 男女 差別 ヴィクトリア 社会 家事労働 女性文化 役割 子供 教育 関係 暴力
17 日本 百臣子メディア 家族 日本 性役割観 文化的 彼 ジンメル 家族 家庭 子供 意餓
18 文化 結集 自分 社会 私たち 大学 主張 彼女 専L 役割 研究 夫
19 関係 女位性 社会 言柴 b高校 労働 男女 望是 研究 視点 日本 私たち
20 ジンメル 市民権 都甫 意味 a高校 男女 文化的 日本 日本 家 言葉 男
21 役割 意識 記事 楚jlj 視点 大学教育 結果 E自 指摘 研究 分析 研究
22 経済的 立場 天盆 運動 意味 政治的 子供 主張 役割 変化 現在 社会
23 有賀 存在 パート 彼ら 進路 彼女 目本 家庭 人々 女子 議論 役割
24 フzミニズム 本 日本 ジェンダー 自分 教育 慨念 関係 言ま 結果 指摘 7忌ミ＝ズム
25 安 教育 役割 子供 トラγク 結集 役割 活動 文化 彼 役割 行為
26 家庭 共学 地理学 主張 関係 構築 研究 意織 分析 世界 彼 姿
27 喜多野 文化 国民 立場 フェミニスト 男 コーラ 関連 重要 状況 重要 概念
28 立場 議論 唱t 在日朝鮮人 家庭 自然 重要 観点 身体 指摘 私たち 子供
29 』司 杜会学 夫 国 精神病 研究 自分 概念 平等 運動 状況 日本
30 規定 概念 介護 調査 形成 日本 家庭 経済的 対象 生活 家庭 彼
31 夫 教科書 子供 男 グループ 共学自由l 差異 結果 自由 仕事 人々 教育
32 歴史的 革主照 現在 役割 病 関係 人間 存在 権利 対象 変化 結操
33 教育 政治的 研究 婦人 仕事 失 言葉 現在 主張 人々 婆 対象
34 生産 過程 意綴 機鎗 経験 表象 分析 メディア 結果 夫 歴史 家践
35 主張 サプカルチャー 教育 事実 人間 構成 立場 生活 判決 影響 概念 分祈
36 価値 経済的 比率 批判 批判 慨念 セックス 分析 私たち 差異 観点 影響
37 差別 女子 天皇制 政治的 臓業 主張 変化 性重量 状況 中心 対象 文化
38 人間 分析 是室 関心 対象 言鋭 言税 変化 7,r.ミニズム 日本 結果 i;要
39 t畠争 メディア 対象 自由 男女平等教育 ポーグォワール 歴史 文化的 労働 私たち 夫 家庭
40 子供 生徒 吉正 イギりス 研究 人間 生物学的 自分 規定 文化 個人 政治的
41 批判 自分 妻 地位 彼 カテゴリー 人々 重要 理向 意織 教育 身体
42 イリッチ 変化 視点 現在 過程 理解 政治的 世1再 観点 フェミ＝ズム 限題 現在
43 文化的 重要 広告 エスニシティ 選択 アイデンティティ 観念 指摘 総織 科学 影響 可能性
44 我々 現在 労働者 地理学 中心 立場 鍵論 権利 人 アイヂンヂィヂィ 現実 政治
45 彼 地位 関係 共和主義 文化 消費 論文 仕事 立場 形成 権利 仕事
46 生活 展開 本社員 関係 結果 家族 フェミニズム 平等 変化 立場 仕事 表象
47 過程 男子 ケア 主｛立 胎児 条件 性差 重量加 家庭 活動 家父長制 tま
48 現実 利用 反乱 君主制 教師 自由 形成 国家 影響 彼念 問い 領峻
49 子 仕事 文化 実際 方法 賃金 夫 今日 女子 委 彼ら 指摘
50 意識 人類学 変化 社会的 分析 織論 私たち 官業 結婚 人 嘗鋭 立場
36 
2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 フェミーズム
女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性 フェミエズム
男性 男性 問題 男性 女 男性 男性 男性 問題 男性 フェミエスト 2 
問題 私 男性 問題 自分 問題 問題 問題 男性 国 女性 3 
私 問題 女 子供 激石 子供 子供 女 彼女 家族 ジヱンダー 4 
女 女 家族 家族 男性 男女 家族 日本 指摘 社会的 女性学 5 
学習 家族 社会 女 手A 社会 仕事 ー｛ 邑 日本 男女 問l'Ii 6 
視点 子供 自分 労働 男 社会的 日本 社会的 社会 ジェンダー統計 女 7 
教育 自分 存在 仕事 日本 自分 男女 検針 介鰻 ケア 研究 8 
根組 労働 意味 日本 研究 国 自分 男 存在 問題 批判 9 
日本 彼女 男 自分 男女 日本 女 視点 私 データ 意味 10 
関係 f再 日本 社会的 問題 手ム 分析 労働 家族 活動 視点 II 
意味 社会的 凶係 軍ム 型E 女 手ム 社会 女 存在 男性 12 
社会的 男女 社会的 社会 彼女 意味 社会的 意味 検討 子供 私 13 
後女 社会 子供 関係 意味 家族 参加 研究 意味 社会 続念 14 
研究 意味 仕事 ケア 子供 研究 研究 企業 マノレタス 重要 主張 15 
自分 視点 議論 彼女 関係 必要 グェーパー 家族 自分 "71レク2 社会的 16 
存在 失 彼女 意味 官業 活動 社会 関係 社会的 仕事 立場 17 
社会 婁 私 結果 失 予算 視点 批判 言葉 経済的 日本 18 
指摘 存在 労働 評価 存在 影響 結果 存在 ~ 関迷 能給 19 
指標 子 夫 影響 社会 存在 関係 指摘 観点 意味 社会 20 
社会教育 日本 結果 男 彼 関係 意味 男女 人々 生活 主義 21 
重要 関係 望書 存在 社会的 結集 存在 子供 わたくし 報告 "7 IレクZ 22 
家族 状況 権利 研究 健三 事草加 賃金 差別 中心 影響 関係 23 
役割 仕事 暴力 変化 指摘 役割 際組 前提 関係 結果 忽論 24 
国 制度 男女 家庭 分析 男 指嫡 労働者 慰安婦 役割 彼女 25 
市民 結果 法 盛宴 現在 現在 軍要 仕事 エンゲルス 検討 フェミ＝ズム哩泊 26 
兇 自由 言葉 現在 家庭 分析 経済的 私 男女 情報 銀題 27 
活動 調査 個人 政策 家 董婆 労働 タイ 現在 分析 分析 28 
関係性 母 状況 国 役割 指摘 議論 身体 文学 労働 家父長制 29 
子供 際論 国 状況 織論 平等 メディ7・Hテラシ 本書 アイデンティティ 変化 展開 30 
現在 分析 指嫡 議論 結果 暴力 活動 経済的 時代 関係 男 31 
家庭 介護 重製 視点 世界 仕事 変化 自分 子供 研究 理論的 32 
影響 研究 自由 課題 生活 政策 男 臆史的 仕事 状況 存在 33 
男女 現在 現在 役割 父 検討 役割 分析 ケア 統計 指嫡 34 
統計 言葉 国家 言葉 先生 人々 展開 規定 貧困 E級長 現在 35 
検討 家庭 主張 地位 作品 織論 家庭 展捌 身体 評価 運動 36 
中心 家事労働 平等 指摘 結婚 映画 職場 限題 被害者 介鐙 主体 37 
地場 差別 理由 利用 教育 権利 雇用 重要 震解 バランス 差異 38 
人々 選択 実際 時代 人物 彼ら 国 考察 自ら 指摘 ラジカノレ 39 
状況 評価 検討 活動 状況 理由 フェミニズム 広告 世界 可能 歴史 40 
世界 平等 視点 世界 視点 家庭 主張 土台 労働 参加 政治的 41 
形成 私たち 対象 生活 心 視点 労働者 現実 参加 組織 フェミzズム運動 42 
内容 雇用 制度 1ct 時代 彼女 対象 給湿 認織 /ll級長 :i要 43 
ジ＂－ンダー 統酔 問い 規定 平等 主張 状況 生活 結果 分析 個人 女性文化 44 
言葉 経済的 変化 家 重要 言葉 考察 議論 運動 指療 今日 45 
立場 重要 行為 雪量 仕事 政府 今日 家事労働 貫主聾 利用 役割 46 
展開 賃金 中心 失 宜教師 課題 検討 二宮著作 奴線制 家庭 雪il~長 47 
セ9シ且，.，テイ← 役割 人間 サーピλ 母 家 男性へノレパ｝ 労働力 前健 人々 文化 48 
議論 生活 役割 母貌 彼ら 変化 現在 資本主義的 解釈 分野 性差 49 
参加 現実 被害者 ワーク 家族 わたくし 権利 理自 意織 概念 文化的 50 
37 
【リスト1］ジェンダ一言論における頻出語集ランキング （続き）
1980s 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 
51 結呆 依存 雑E車 華人 社会化 必整 フェミエスト 従来 実際 労働 前提 構造
52 支配 構造 宮正司E 統合 議論 社会 理論 企業文化 理解 現在 表現 批判
53 形成 影響 社員 即位 文化的 理由 コ1レピ旦ジェ 健康 労働者 分析 労働者 t’￥'I＂＇，、，.Iント
54 重要 我々 記偶者 学生 精神的 家庭 ジンメル 国 教育 重要 主張 状況
55 今日 指鏑 彼女 活動 歴史 意麟 妻 際組 文化的 結締 説明 男女
56 家事労働 論文 エスニシティ 母 震要 前提 鋭明 企業 概念 検討 労働 カ
57 状況 鉱大 個人 黒人 セヲシ品アリティー 分析 前提 私 言集 主体 調査 アイデンティティ
58 対象 教師 ホプズポーム 指摘 我々 完全 視点 影響 織論 わたくし 文化 変化
59 母 理由 調査 同化 階級 区別 制度 フェミエス卜 地位 煤題 中心 生活
60 性別 交換 分析 労働市場 差異 生活 家 検討 母 平等 主体 説明
61 理解 規定 結果 時代 現実 定範 時代 福祉 歴史 個人 人間 理論
62 展開 要因 強調 意見 女の子 可能性 解釈 歴史 世界 E陸自画 歴史的 権力
63 マノレタス 発展 我々 強制連行 男の子 自分 区別 傾向 事実 解放 文化的 被害者
64 個人 宮繋 指繍 支持 女性的 批判 情築 男子 電量現 言葉 経験 構築
65 議論 人々 紀子さま 発言 資本 文化 身体 鑓飴 人間 カ 差異 他者
66 学校 世界 人文地理学 主流派 影響 変化 教育 観点 課題 男子 領横 労働
67 抑圧 表現 言葉 結来 フェミニズム 食料 経済的 立場 時代 権利 理解 形成
68 自分 予 自 研究者 伝統的 仕事 カ 形成 意織 実際 理由 自己
69 変化 わたくし 事実 結鱒 望星 普通的 世界 子供 現在 文化的 世界 人々
70 アメリカ 家庭 東京都 婆 E島子 時代 指摘 批判 評価 主張 行為 人間
71 自由 事実 生活 参加 勉強グループ 政治 参照 会員 経済的 批判 具体的 前提
72 言葉 私 A岨 影響 本稿 開発 歴史的 関心 開発 展開 身体 認織
73 歴史 対象 人積 理解 サプカルチャー 社会的 スキーマ 背景 セックス 現笑 :i鍛 世界
74 分析 差 議論 行動 側面 物語 理解 積侮的 女性労働者 人間 母親 視点
75 女性文化 家事 影響 皇太子 必嬰 子供 デリダ 除文 現実 理由 セクシ且，.，ティー 結h普
76 夫婦 現実 女性自身 性差別 事実 社会保障 我々 評価 彼 母 実際 表現
77 機能 考察 干し 日本人 母 労働力 実際 地積 行動 経験 人 イリガライ
78 差異 歴史的 老人 認線 傾向 過程 影響 前徒 仕事 強制 可能 家
79 領犠 アプローチ 伝統的 機会 オナニー 役割 仕事 労働 法jJ 一方 セックス 文化的
80 イリイチ 今後 企業 皇后 変化 構造 特徴 労働者 説明 経済的 アトリエ 現実
81 傾向 関心 年齢 息子 説明 維持 行動 イギリス 差別 お力目 展開 解釈
82 女性学 中心 衣服 トルコ人 人 向性 福祉国家 政治的 保護 関連 表象 重量照
83 指摘 フェミニズム 文化的 夫 要因 領域 現在 運動 家事労働 子 自然 検討
84 平等 伝統的 特徴 朝鮮人 実際 人々 伝統的 福祉国家 観念 行動 事実 実際
85 世界 差別 天S農家 見解 歴史的 関連 アイデンティティ 対象 男子 彼ら 性差 対応
86 説明 労働市場 移民 発惣 多織 排除 状況 展開 個人 政治的 立場 娘
87 主義 家族 重盛 マイノリテイ 最近 政治学 展開 政治 可能性 問い 批判 展開
88 労働 観点 期待 イメージ 再生産 限定 自然 内容 差異 傾向 特徴 学校
89 現在 i!,;準 総織 理由 認臓 線題 強鰯 市民催 生活 ジルー 時代 理解
90 社会学 態度 報道 労働 概念 考察 特位 人間 批判 教師 アイデンティティ 線il
91 労働力 確立 民銀 手紙 身体的 状況 批判 考察 関 理解 位置 理由
92 本質 ケア労働 生徒 君主 従来 鹿史的 住宅 強調 賃金 法 方法 価t在
93 制度 女性記者 意見 生活 4再造 指摘 現実 個人 教科書 国 大学 欲望
94 親 マイノリティ 外白人 治世 母銀 車車問 領犠 問い 験業 行為 形成 母
95 ョミー ：.JrーシEL〆 緒関係 背景 注目 ヤンキー グルー プ 所有 可能 婦人 t再造 術進 検討 考察
96 ブラックス 社会化 ガラージ 意織 主体 部分 彼ら 特徴 契約 時代 経済的 中心
97 考え方 自然 皇太子 男女 結婚 目的 個人 我々 前提 地位 再生産 積線的
98 性差 領務 特別 最近 言葉 価値 哲学 人々 健康 愛 意織 セクシ品7リティー
99 不平等 日本 男女 表現 原因 安定 精進 賃金 形成 家事 内容 個人
JOO 単位 批判 表現 抱威 i意t担 奴総 実践 I&近 アイデンティティ 評価 他者 地位
38 
2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 フェミニズム
領域 文化 彼 雇用 立場 自由 世界 可能性 男性介護者 生産 影響 51 
国際的 意織 生活 icts 国 概念 教育 世界 l箆史的 認臓 第二渡 52 
概念 母親 フヱミニズム 経験 自由 実際 影響 彼女 経済的 ~礎 構築 53 
自由 個人 立場 重量加 小説 差別 中心 主張 私たち 現在 ジェンダー研究 54 
生活 今日 問い 分析 対象 個人 多様 認識 作品 政策 中心 55 
参照 領犠 前提 父親 意職 身体 差別 影響 主張 我々 抑圧 56 
平等 人々 戦後 調査 人間 中心 前提 概念 線題 平等 セックλ 57 
仕事 変化 売春 経済的 人 教育 内容 現在 I&後 ジェンダー平等 言葉 58 
労働 主体 政治的 男女 道草 評価 個人 庖用 展開 多様 思想 59 
権利 前提 選択 企業 鏡子 展開 事実 フェミニズム 生産傑式 開発 アイデンティティ 60 
個人 指摘 私たち 教育 影響 私たち 人々 マノレタス 自向 エンパワー メント 政治 61 
変化 対象 わたくし 現実 中心 歴史 結婚 賃金 構成 提供 前提 62 
家 理由 差別 中心 r.a，、 対象 導入 男役 議論 世界 世界 63 
暴力 探題 内容 育児 可能性 形成 参照 言葉 影響 政治的 認織 64 
私たち 小説 重量照 拡大 アメリカ 世界 経験 背朝日 除国 実現 解放 65 
可能 世界 現実 賃金 言脱 経済的 政策 他者 日本人 線飽 参照 66 
対象 婚姻 研究 可能性 傾向 主体 平等 再生産 結呆 プルン 『，.ν包色7 E』守，－ 67 
理解 保護 性別 高齢者 子 実施 性差別 実際 役割 ジェンダー 問崩 方法 68 
政策 7:x.ミニズム 差異 データ 活動 貧困 家事 責任 国民基金 暴力 飼い 69 
観!/l'; 時代 評価 内容 表現 'ti任 理由 内耳牢 映画 中心 理解 70 
報告 検討 目的 戦場 展開 理解 実施 資本主義 経験 特徴 教育 71 
運動 家事 身体 実施 現実 市民 法 原則 規定 政治 人々 72 
実践 認織 批判 組織 変化 フェミ＝メム アイデンデイチイ ~場 戦い 支援 対象 73 
認織 文化的 排除 情報 本格 生活 本書 私たち トランス 国際的 批判的 74 
映画 形成 少女 理由 ホノレプルγク 多様 3平価 変化 変化 日本 検討 75 
提案 不就学 日本人 アンベイドワ クー 実際 立場 .，，..，イ品h’＇？°,I民 ト 家庭 田植え 不平等 可能性 76 
メディア 権利 母 関連 著書照 傾向 メディア 状況 研究 理由 領核 77 
方法 労働法 経済的 7ェミ＝ズム 中薗 政治的 可能性 中心 過程 視点 生物学的 78 
可能性 傾向 時代 福祉 発言 焦点 男子 加盟国 発展 地域 平等 79 
結果 父 政策 j'fj圭 参加 位JllJ 八代 戸 差別 自由 上野千鶴子 80 
実際 パート 法律 今日 登場 制度 概念 参照 導入 エンゲノレス 縫起 81 
表現 事実 今日 途上国 代助 女性史 拡大 理解 可能 7 ノレタ只 結果 82 
具体的 報告 ニュータウン 性別 論文 現実 歴史的 資本 歴史陣織 考綴 女性史 83 
関連 ジョιンダ－，＜イアス 分析 判断 ノ〈イアス 可能性 男女平等 役割 結h書 教育 状況 84 
テーマ 労働者 事実 検討 スポーツ ~隙 国家 対象 共通 本稿 経験 85 
情報 価値 I直線 実際 理解 対応 収入 方法 理由 ライフ 自分 86 
問い 中心 彼ら 概念 歴史 母 形成 人々 対象 彼女 男女 87 
結婚 テ－-z 認識 介護 性別 職治 人間 子 状況 介護者 自由 88 
会議 展開 際魁 開発 最初 組織 能力 自己 批判 ワーク カテゴリー 89 
文化的 離鰭 フェミエRト 提供 区別 場力日 ，＜γクグラウンド 青柳著作 可能性 形成 パトラー 90 
構成 子育て 教育 積極的 実銭 報告 紹介 政策 女優 十分 アプローチ 91 
調査 3、‘－ノ．ヨ－一－ン 基本的 可能 方法 男女共同参画 時代 母 戦争 制度 言鋭 92 
定義 関連 可能 個人 身体 情報 規定 聞い 国家 権利 フェミユスト＂＇＇ 93 
身体 親 説明 生産 関心 可能 批判 上野 慨念 諸国 労働 94 
主体 国 責任 普及 理由 妻 自立仮説 国家 本書 国家 研究者 95 
今日 人間 関連 人々 平等 過稜 実際 適用 立場 区分 関心 96 
時代 政治 セックス 士首加 出産 内容 彼女 制皮 デュプリ 給付 アメリカ 97 
津岡 承~ 人権 コンフリク卜 内容 基本的 栴造 導入 基本的 形態 傾向 98 
従来 地岐 最初 康朗者 記述 経験 目的 一方 歴史 前提 現代 99 
労f動者一 高島カ 地位 制度 場面 関連 歴史 具体的 契機 労働者 性差別 100 
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